今月の花　「ヤマブキ」
広く東アジアの各国でも知られるようになった「北国の春」の歌詞のなかにも、白樺、コブシの花、カラマツの芽吹きと共にヤマブキが詠われている。少年期を山村で過ごした私にとっても、春の訪れを渓谷沿いに枝先を垂れたヤマブキが、黄金色の花をつけたことで感じていたように思う。桜が里の本格的な春の訪れを告げる花であるとすれば、山の春の本格的な訪れを告げるのはヤマブキの花と言えるのではなかろうか。

ヤマブキの名の由来は、枝が細く弱々しく風になびいて揺れやすく、山を振り動かしているような風情から、古くは山振(やまぶき)の字があてられており、後にこれが「ヤマブキ(山吹)」に訛り変わったといわれている。また、山の中に生え花の色が蕗に似て金色で美しいことから？とも言われるが、山の木々の芽吹きを告げる「山（芽）吹き」の花とする説は如何であろう。

「ヤマブキ」（Kerria japonica）はバラ科ヤマブキ属の落葉低木で日本の北海道南部から九州までと中国に分布する。低山の明るい林の木陰などに群生する。樹木ではあるが、茎は細く、柔らかい。背丈は1ｍから、せいぜい2ｍ、程度であるが、先端はやや傾き、往々にして山腹では麓側に垂れ下がる。地下に茎を横に伸ばし、叢生する。若い枝は緑色。葉は互生し、葉身は薄く長さ４～８cm、幅２～４ｃｍ、倒卵形または長卵型で先は鋭く尖る。縁にははっきりした重鋸歯がある。葉柄は８～１０ｍｍ程度。托葉は線形で１ｃｍ程度で花が咲いたあと脱落する。3～6月、旧枝から出た短い枝の先に、黄色で径3～4ｃｍの5弁花を1個開く。雄しべは多数、雌しべは普通5本。果実は４ｍｍほどの広楕円形で、１～５個が集まってつく。痩果（そうか）で９月ごろ暗褐色に熟す。
山地に自生するヤマブキ(山吹)の基本種は一重咲きであるが、八重咲きの品種もある。普通庭園などで目にするヤマブキは八重咲き(ヤエヤマブキ：K. japonica f. plena)のものが多いようである。また庭園などでよく見かける白い花をつけた「シロヤマブキ」は、ヤマブキの名前がついているが、花弁の数（４枚）、葉のつき方などから、「ヤマブキ」とは別のグループの植物である。
その他、キクの花のような花形のキクザキヤマブキ、黄色を帯びた白色のシロバナヤマブキなど、多
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くの園芸品種がある。
ヤマブキの明るい黄金色は、自然を愛する日本人の心を古くからとらえてきたみえ、万葉集には「山振」の名で１７首が詠まれている。

春先の講座部の観察会などで「ヤマブキ」を紹介すると、よく「ヤマブキは実をつけないのですね」という声が返ってくる。ヤマブキについては江戸城を構築した太田道灌の故事が有名であり、この故事の誤解釈?からと思われる。
鷹狩りに出かけた道灌が途中で雨に遭い、近くの民家で蓑を借りようとしたところ、若い娘が無言でヤマブキの一枝を差し出した。道灌は意味がわからず怒って帰った。その後、知人から、『七重八重　花は咲けども　山吹の　蓑(実の) 一つだに　無きぞ悲しき』（後拾遺集に醍醐天皇の皇子・中務卿兼明親王）の古歌を教えられた道灌は、自分の無知を恥じ歌道に励んだという。この娘は、八重のヤマブキに実がないことに蓑をかけ、自分の家に雨具のないことを古歌に託して伝えたのである。
歌に詠まれたヤマブキは八重咲きのもの、ヤマブキに限らず八重咲きの花では雄しべが花弁に転じたもので、当然花粉を産せず結実することはないと説明している。
なお、ヤマブキには「鏡草(かがみぐさ)」、「面影草(おもかげぐさ)」の別名があるが、これは　「昔々、愛しあっていた男女が、世間のつまらない噂のため別れなければならなくなった。二人は自分たちの面影を一対の鏡に映して土に埋めて別れたそうだ。その後、鏡を埋めた場所にヤマブキ(山吹)が生い茂っていた」という伝説からと言われる。
[image: image1.jpg]



